
児童生徒支援課

※指標の欄は、本県が策定した４指標（教諭等、養護教諭、栄養教諭、校長等）に係る研修について記載し
た。

ｽﾃｰｼﾞ

1
小学校新任生活指導主任・中・
高・特別支援学校新任生徒指導主
事・新任教育相談主任研修会

小中義
高特

該
講義
演習

4月16日 県教育センター 教
F、G
K～M、O

3
4

2
スクールカウンセラー・スクール
ソーシャルワーカー配置校研修会
（県央会場）

小中
高特

該
講義
演習

4月22日 県教育センター
教
養
K～M、O
M

2

3 児童生徒の自殺予防研修会
小中義
高特

該
講義
演習

7月10日 県教育センター
教
養
F、G、K～M、O
M

2

4
カウンセリングリーダー養成研修
会

小中義
高特

該
講義
演習

8月６日
8月７日

県教育センター
教
養
F、G、K～M、O
M

2

場所
指標（主な該当）

視点
No 研修講座名 対象 方法 時期



ｽﾃｰｼﾞ

教
３
４

ｽﾃｰｼﾞ

教
養

２

ｽﾃｰｼﾞ

教

養

２

令和２年７月１０日（金）
会　　場

番　　号 希望・該当 該当者 研修の種類 課題研修

連携機関等 　　―

研修(講座)名児童生徒の自殺予防研修会

期　　日

講座担当

内容
(予定)

　講義・演習
　「自殺予防教育は必要だろうか？」
　「自殺予防教育教材の活用について」

主な
指標

視点

Ｆ、Ｇ、Ｋ～
Ｍ、Ｏ

Ｍ

　生活指導主任・生徒指導主事及び教育相談主任に対する研修で、それぞれの役割や職務内容
に関する講義・演習、問題行動の事例やその対応等についての理解を深めることを通して、生
活指導主任・生徒指導主事・教育相談主任としての資質の向上を図る。

内容
(予定)

　講義・演習
　「生徒指導・教育相談の役割や職務内容」
　「特別な支援を要する児童生徒への対応」
　「警察との連携」
　「学校と児童福祉法」

主な
指標

視点

Ｆ、Ｇ、
Ｋ～Ｍ、Ｏ

連携機関等 長崎県教育センター　教育支援研修課　教育相談班
講座担当 児童生徒支援課

　スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカーと各配置校のコーディネー
ター及び関係市町教委担当者に対する研修で、それぞれの協働による教育相談体制に
ついての理解を深めることを通して、児童生徒が抱える様々な悩みに対応し、心の安
定を図る。

児童生徒支援課

Ｋ～Ｍ、Ｏ
Ｍ

期　　日 令和２年４月２２日（水）

講座担当 児童生徒支援課

会　　場 長崎県教育センター
対象・定員 配置校(小･中･高･特)コーディネーター、関係市町教委担当者、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー　200名

目　　的

内容
(予定)

　講義・演習
　「スクールカウンセラー・スクールソーシャル
　　ワーカーの活用及び連携」
　「アセスメントの理解と活用」

主な
指標

視点

児生３

連携機関等 長崎県教育センター　教育支援研修課　教育相談班

長崎県教育センター
対象・定員 教員（小・中・義・高・特）　８０名

目　　的 　児童生徒の自殺の未然防止を図るとともに、教育相談体制の更なる充実に資する。

番　　号 児生２ 希望・該当 該当者 研修の種類 職務研修

研修(講座)名
スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカー配置校研修会
（県央会場）

番　　号 児生１ 希望・該当 該当者 研修の種類 課題研修

研修(講座)名
小学校新任生活指導主任・中・高・特別支援学校新任生徒指導主事・新
任教育相談主任研修会

期　　日 令和２年４月１６日（木）
会　　場 長崎県教育センター
対象・定員 教員（小・中・義・高・特）　150名

目　　的



ｽﾃｰｼﾞ

教

養

２

講座担当 児童生徒支援課

期　　日 令和２年８月６日（木）、７日（金）

対象・定員 教員（小・中・義・高・特）　５０名

目　　的
　教育相談の中核を担う教員に対する研修で、実効性の高いカウンセリングの考え方
や技法についての理解を深めることを通して、専門性を身につけた｢カウンセリング
リーダー｣の育成を図る。

長崎県教育センター

研修(講座)名

会　　場

番　　号 児生４ 希望・該当 該当者 研修の種類 課題研修

カウンセリングリーダー養成研修会

連携機関等 　　―

内容
(予定)

　講義・演習
　「学校におけるカウンセリング」
　「特別な支援を要する児童生徒への対応」
　「いじめへの対応と自殺予防の在り方」
　「カウンセリングの技法」

主な
指標

視点

Ｆ、Ｇ
Ｋ～Ｍ、Ｏ

Ｍ


